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概 要 

細胞化学部の目的は、「感染症その他の特定疾病に関す

る細胞化学的及び細胞生物学的研究に関することをつか

さどる」ことであり、細菌、ウイルス、プリオン等の病

原体による感染症の発症要因をその宿主細胞の面から解

析する方向で研究に取り組んでいる。特に、病原体の感

染とその生体防御の様々な局面において重要な役割を担

っている宿主細胞膜の機能解明を当部の研究主軸にして

いる。更に、感染症の分子レベルからの基礎研究の成果

に立脚して、疾病の予防、診断、治療のための応用研究

も行っている。 

 当部での主要研究課題としている高等動物細胞の膜構

造とその機能解析の遺伝生化学的・細胞生物学的研究は、

感染症研究を含む医学・生物学分野での幅広い応用面を

有する課題である。本年度も、ホスファチジルセリンの

生合成機構とシンドビスウィルス増殖における役割、ス

フィンゴ脂質の代謝と機能、クラミジアにおける脂質代

謝、C 型肝炎ウイルス感染における膜脂質代謝、エンド

トキシンの構造と機能に関する研究、抗感染症薬を指向

した脂質代謝阻害剤の開発研究など、幅広い分野で数多

くの成果を挙げた。 

 プリオンに関する研究では、プリオン病の早期診断法

の開発や異常プリオン産生の分子機構に関する研究をプ

ロテオーム解析の手法等を用いて行い、着実に成果を挙

げた。さらに、平成 13年 12月からウェスタンブロティ

ング法による牛海綿状脳症(BSE)の行政検査を担当し、平

成 17 年度は 5 件の検査を行い、非定型型の BSE を一件

検出した。また、平成 12年度から開始された科学技術振

興事業団重点研究支援課題「プロテオーム解析（プロテ

オミクス）による感染症研究」を無事に終了させた。 

 西島は、厚生労働省の薬事・食品衛生審議会臨時委員、

薬事バイオテクノロジー部会員、独立行政法人医薬品医

療機器総合機構の救済・審査・安全業務運営評議会 審

査・安全業務委員会委員、GLP評価委員会委員などの任

を果たした。また、科学技術振興事業団（戦略的基礎研

究推進事業）「さきがけ研究―代謝と機能制御」の研究総

括を担当することになった。 

 本年度も当研究部の研究に対し、経常研究費に加え、

厚生労働省、文部科学省、HS 財団などから多くの研究

費を頂く栄に浴した。 

 以下に本年度の研究成果を記す。 

 
業 績  
調査・研究  

Ⅰ．プリオン病に関する研究 

（１）非定型的 BSE プリオン（佐世保例）の生体内分

布 

平成 17年度（H18.3.31）までに、我が国では２４頭の

BSE感染牛が厚労省の全頭検査（2001年から実施）及び

農産省の死亡牛検査(2003 年から実施)により摘発されて

いる。殆どは乳用のホルスタイン種であるが、２４例目

（佐世保例）の陽性牛は肉用の黒毛和種(169ヶ月齢、雌、

起立障害)である事に加えてプリオンの糖鎖型が通常の

牛異常型プリオンタンパク質が示す 4/2B 型と異なる非

定型プリオンであることから注目を集めた。本研究では

ウエスタンブロット法によりプリオンの分布に付いて検

討した。扁桃、リンパ節、筋肉（肋間筋）及び副腎等か

らはプリオンは検出されず、従来型と同様に末梢の組織、

臓器には蓄積しないと考えられる。プリオンは大脳の前

頭葉から頭頂葉にかけて広く分布するが後頭葉での蓄積

は極めて少なかった。小脳にも中程度の蓄積を認めるが、

食肉検査で使用される延髄の閂部に多量の蓄積が認めら

れた。今回の試料では視床を含む基底核部分が採材され

ておらず、脳におけるプリオンの完全な分布様式を示す

事は出来なかったが、得られたデータから今回の非定型

プリオンの分布は従来型とほぼ同様と考えられ、現行の

危険部位の定義及び、検査方法で対処できるものと思わ

れる。 

［山河芳夫、中村優子、萩原健一］ 

（２）コレステロール生合成阻害剤による異常型プリオ

ン蛋白質(PrPSc)の産生抑制 

PrPScを持続的に産生するマウス神経芽腫細胞（ScN2a

細胞）を用いた研究から、昨年度は PrPScの産生が 24-DHC

還元酵素の阻害剤（U18666A）により抑制されることを



細胞化学部 

示した。本年度は、7-dehydrocholesterol (7-DHC)還元酵素

の阻害剤（AY-9944）が、PrPSc の産生を抑えること新た

に見出した。AY-9944 の作用機作は、酵素阻害によるコ

レステロール生合成の直接的阻害に加え、蓄積した

7-DHCがステロール合成の律速酵素であるHMG-CoA還

元酵素の遺伝子転写をフィードバック抑制する相乗効果

によって、コレステロール量が減少するためと考えられ

た。一方、U18666Aでは、AY-9944の場合と同様の機作

によるコレステロール量の減少も関与するものの、むし

ろデスモステロールの蓄積による細胞膜の物性変化が主

たる作用機作であると推測された。両薬物は、中枢神経

系のステロール代謝研究においてラット等へ投与された

報告がある。これらの既報に記された投与量に基づき、

プリオン感染マウスに U18666A および AY-9944 を投与

して坑プリオン薬としての効果を検討したが、薬物非投

与のコントロール群と比較してプリオン病発症の遅延は

認められなかった。 

［萩原健一、中村優子、大内史子、西島正弘、山河芳夫

］ 

（３）選択性に優れた異常型プリオン蛋白質の高感度分

析法の開発 

現行の BSE 一次検査において用いられているサンド

イッチ ELISAは、可溶性の生体分子（ホルモンなど）を

対象とした ELISA法の方法論を踏襲している。しかし異

常型プリオン蛋白質を測定対象とする場合、不溶性試料

ゆえの測定系の不均一性やアミロイド様凝集体ゆえに適

切な抗原部位の露出が困難であるという問題点が存在す

る。一次検査での疑陽性率をさらに低減させ、かつ陽性

試料を高感度に検出するためには、これらの問題点の克

服が重要であると考え、異常型プリオン蛋白質に由来す

るペプチド断片を均一系（可溶性系）において測定する

方法の開発に着手した。初期検討の結果、異常型プリオ

ン蛋白質のプロテイナーゼK抵抗性の消化断片を完全に

変性させた後に、そのシステイン残基のチオール基を介

して固相に共有結合させ、適切なエピトープをもつ抗体

により検出するという方法が、検出の選択性向上に有用

であると期待できた。しかし同時に、固相化効率の向上

などの改善すべき点が明らかとなり、今後の条件検討が

必要である。 

［萩原健一］ 

（４）プリオン病の発症過程におけるマウス脳のプロテ

オーム変動 

マウス順化スクレーピー病原体（帯広１株）を接種し

たマウス脳を用いて、異常型プリオン蛋白質の蓄積と相

関して変動するタンパク質を経時的・網羅的に解析して

きた。昨年までに PrPsc の蓄積が顕著になる 100 日目以

降で Glial fibrillay acidic proteinや抗酸化ストレスタンパ

ク質群の増加および液胞性 ATPase の膜表在サブユニッ

トの減少を明らかにしてきた。本年度は増加の認められ

た神経軸索の伸展に関与する Collapsin response mediator 

protein-2 について解析し、Ｃ末端の活性調節部位を含む

領域の欠損したアイソフォームが増加していることを明

らかにした。 

[大内史子、萩原健一、中村優子、山河芳夫、西島正弘] 

（５）プリオン蛋白質に結合するタンパク質の検索 

 プリオンタンパク質(PrP)の機能を知る事を目的とし

て、PrP と相互作用をするタンパク質の同定を試みた。

タグ（Myc、TEV プロテアーゼ認識配列、FLAG）を付

加した PrP（MEF-PrP）をマウス神経芽細胞（N2a細胞）

に発現させ、タグ部分に対する抗体を用いる免疫沈降法

でプリオンタンパクを含む複合体を精製した。複合体に

含まれるタンパク質を質量分析で解析した結果、HSP70、

actin、neurabin 2、drebrin、peripherin 等のタンパク質が

同定された。これらのうち、actinと periferinは細胞骨格

構成タンパクであり、neurabin 2と drebrinは F-actinと結

合してシナプスの機能に関与することが知られている。

さらに、免疫蛍光抗体法により、PrPが F-actinと共局在

することも確認された。これらの結果から、PrP の機能

として細胞骨格との相互作用によるシグナル伝達系の調

節及び神経細胞の形態と機能の保持に関与する可能性な

どが考えられた。 

［中村優子、萩原健一、大内史子、西島正弘、山河芳夫

］ 

（６）ニューロンへ分化誘導させた培養細胞における

PrP分子間の相互作用 

 マウス神経芽腫細胞（N2a 細胞）を血清除去およびジ

ブチリルサイクリック AMP（dbcAMP）添加により刺激

すると、ニューロン様に分化して軸索が伸長することが

知られている。 3F4 抗体エピトープ配列をもつ

PrP(MHM2-PrP)を安定発現するN2a細胞をMEF-PrPを安

定発現する N2a 細胞と共培養し、血清除去および

dbcAMP添加により分化誘導をかけた後、MEFタグによ

る免疫沈降を行なった。その結果、MEF-PrP と共に

MHM2-PrPあるいは内在性 PrPが共沈殿した。一方、未

分化の N2a細胞においては、このような共沈は認められ

なかった。この結果から、分化したN2a細胞においては、

発現している PrP分子間同士の相互作用の親和性が強ま

ると考えられる。 

[中村優子、萩原健一、西島正弘、山河芳夫] 

（７）プリオン病バイオマーカー探索を目指した血液の
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プロテオーム解析 

 プリオン病における血液中バイオマーカーを探索する

ため、予備的解析を開始した。病態に依存して組織から

血液に侵出する微量なタンパク質を探索しようとする場

合、血清中に多量に存在する古典的血清タンパク質が妨

害すると予想される。LC-MSを用いたショットガンプロ

テオミクス法でタンパク質同定する際に、血液試料から

イムノアフィニティーカラムによって古典的血清タンパ

クを事前に除去すると、比較的微量な血清タンパク質が

検出しやすくなることを見出した。実際の病態タンパク

質の検出にはさらなる検討が必要である。定量比較する

ために安定同位体を用いる標識法である Isotope-coded 

affinity tag 法について、標準タンパク質を用いて検討し

た。２種類の標識試薬によりそれぞれ標識した試料を混

合して分析したところ、混合比 1:5 から 5:1 の範囲で適

応可能であった。 

[大内史子、山河芳夫] 

 

Ⅱ．脂肪滴と C型肝炎ウイルス(HCV)に関する研究 

（１） 細胞内脂肪滴形成におけるアセチル CoA カルボ

キシラーゼ１の重要性 

脂肪滴は全ての細胞に認められる球状オルガネラで、

エネルギー産生・膜脂質代謝等に重要な役割を果たすと

考えられており、脂肪蓄積を伴う様々な病態にも関与す

ることが知られている。しかし、その形成過程について

は不明な点が多い。我々は CHO 細胞より脂肪滴形成の

欠損した細胞株を分離し、変異株では脂肪酸合成の初発

酵素アセチル CoA カルボキシラーゼ活性に欠損を有し

ていることを明らかにしてきた。今回、この変異株にア

セチル CoA カルボキシラーゼ１を発現させると脂肪滴

形成が回復することから、アセチル CoAカルボキシラー

ゼ１が細胞内脂肪滴形成に重要であることが示された。 

［深澤征義、西島正弘］ 

（２） Ｃ型肝炎ウイルスコアタンパク質と DDX1、DDX3

分子の共局在と相互作用 

HCV コアタンパク質を発現する各種肝培養細胞株

（HepG2、Huh7由来）を用い、脂肪滴構成タンパク質の

網羅的解析を行った結果、ATPase/RNA ヘリカーゼであ

る DDX1・DDX3 分子の局在が特徴的に見られた。HCV

全長レプリコン発現肝培養細胞の脂肪滴においても

DDX1・DDX3 分子の局在が特徴的に見られた。HCV コ

アタンパク質と DDX1・DDX3 分子が直接複合体を形成

することもわかり、HCV感染時に脂肪滴上でこれら分子

複合体が何らかの機能を果たしていることが示唆された。 

［佐藤慈子、深澤征義、山河芳夫、西島正弘: 鈴木哲朗、

勝二郁夫、鈴木亮介、宮村達男（ウイルス２部）］ 

（３） Ｃ型肝炎ウイルスコアタンパク質発現による中間

径フィラメントタンパク質の変動 

 HCV コアタンパク質は細胞内で脂肪滴以外に一部核に

も局在し、何らかの病原性機能を発現していると考えら

れている。この過程に関与する宿主分子を検索する目的

で、コアタンパク質発現肝培養細胞の細胞核濃縮画分（界

面活性剤不溶性画分）タンパク質像を比較解析した。そ

の結果、細胞核と共に分画されてくる細胞骨格蛋白質の

うち中間径フィラメント蛋白質群が最も顕著に変動（上

昇あるいは低下）していることが予想外に明らかになっ

た。中間径フィラメント蛋白質と脂肪滴は相互作用する

ことも知られておりその関連も注目される。 

［笠原優子、深澤征義、大内史子、山河芳夫、西島正弘: 

鈴木哲朗、宮村達男（ウイルス２部）］ 

（４）HCVのコア蛋白発現が脂肪酸修飾した培養肝細胞

の脂質分子種組成に及ぼす影響の解析 

 HCV のコア蛋白発現が培養肝細胞の脂質組成に影響

を及ぼす事が示唆されている。Huh7培養肝細胞を各種脂

肪酸存在下に培養するとその脂肪酸の種類により細胞の

各 脂 質 分 子 種 が 修 飾 を 受 け る こ と を

MALDI-QIT-TOF-MSにより確認した。また、これらの細

胞のうちステアリン酸修飾したコア蛋白発現細胞ではコ

ントロール細胞に比べてホスファチジルエタノールアミ

ンのステアリン酸を含む分子種の増加が観察された。一

方、脂肪酸修飾によりコア蛋白の発現量は変動しなかっ

た。これらの結果からコア蛋白発現が肝細胞のステアリ

ン酸の合成系や代謝調節機構に影響を与えている可能性

が示唆された。更に解析を進めている。 

[田中康仁、小野佑仁、矢部邦章、深澤征義、佐藤慈子、

西島正弘：鈴木哲朗、宮村達男 (ウイルス２部): 田口 良 

(東京大学医学部メタボローム)] 

 

Ⅲ．エンドトキシンに関する研究 

（１） サルモネラ菌抗菌ペプチド感受性のリポポリサッ

カライド(LPS)脱アシル化による制御 

抗菌ペプチドは脊椎動物、無脊椎動物、そして一部の細

菌にまで幅広く生物界に存在し、動物では重要な生体防

御因子と位置づけられる。抗菌ペプチドに共通した性質

は陽性アミノ酸に富むことと疎水性領域を有することで

ある。LPSリピド Aリン酸基の修飾欠損サルモネラ菌株

は表層電荷をマイナスからプラスへと変換できないため

に抗菌ペプチド・ポリミキシンに感受性が高い。一方、

リン酸基修飾欠損株ではリピドA脱アシル化が高頻度で

みられたがその意義は不明であった。そこでリン酸基修
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飾欠損株を親株としてリピド A 脱アシル化酵素 PagL の

欠損株を作成し、ポリミキシン感受性への影響を解析し

た。PagL欠損株は親株よりもポリミキシン感受性が高か

った。従って、脱アシル化はポリミキシン感受性を制御

していることがわかった。 

[川崎清史、知名光太郎、西島正弘] 

（２） エンドトキシンの毒性に関する研究 

グラム陰性菌細胞壁由来LPSはしばしば致死的なエン

ドトキシンショックを引き起こすが、免疫反応を様々に

誘導し賦活化することもまた知られている。LPS の活性

部位である lipid A の部分加水分解産物 monophosphoryl 

lipid A（MPL）は LPSと異なり細胞毒性が弱いこと、LPS

によるエンドトキシンショックを抑制することなどが知

られている。我々は、lipid Aはマウスマクロファージの

caspase-1 を活性化するが、MPL は LPS と同一のレセプ

ター（TLR-4）を介しながらも活性化しない事などを明

らかにした。 

[桶本和男、川崎清史、花田賢太郎、西島正弘] 

 

Ⅳ．シンドビスウィルス（SINV）に関する研究 

（１） SINVの遺伝子発現におけるホスファチジルセリ

ン（PS）の関与 

 我々は以前、CHO 細胞 PS 合成変異株と SINV レプリ

コンを用い、SINV サブゲノムの転写後から翻訳までの

過程に、PSが関与することを示唆した。感染時の遺伝子

発現における PS の関与を解析する目的で、同変異株に

SINVを感染させたところ、細胞の PS含量の低下により、

転写されたサブゲノム量の低下と、同様な翻訳産物量の

低下が観察された。この結果は、転写、又は転写前過程

への PS の関与を示唆するものであり、レプリコン系で

示した転写後過程への関与については、更なる検討が必

要である。 

[齊藤恭子、西島正弘：久下理（九大理院）] 

 

Ⅴ．スフィンゴ脂質に関する研究 

１．高等動物細胞におけるスフィンゴ脂質の代謝と機能

に関する研究 

（１） 小胞体-ゴルジ体間セラミド輸送をつかさどる蛋

白質 CERTのリン酸化部位 

 主要膜リン脂質の一つであるスフィンゴミエリン

(SM)の生合成では，小胞体で合成されたセラミドがゴル

ジ体に移行して SMへと変換される．我々は、セラミド

選別輸送を担う特異的因子 CERT を発見し、CERT には

セラミドを小胞体から引き抜き、ゴルジ体へと渡す機能

があることをすでに明らかにしている。本年度は、哺乳

動物細胞中で発現している CERTはリン酸化を受けてい

ることを見出し、精製 CERTをトリプシン分解したペプ

チド断片の質量分析解析などから、リン酸化を受けてい

る部位を決定した。 

[熊谷圭悟、大内史子、花田賢太郎] 

（２） CERT機能における FFATモチーフの役割 

 CERT はその FFAT モチーフに依存して小胞体膜蛋白

質 VAP と相互作用することを昨年度までに見出してい

る。本年度は、CERTの人工膜間セラミド転移活性はFFAT

モチーフ変異によって損なわれないが、セミインタクト

細胞を用いた小胞体-ゴルジ体間セラミド輸送再構成系

におけるセラミド輸送活性は FFAT モチーフ変異によっ

て阻害されることを見出した。よって、FFAT モチーフ

依存性 VAP相互作用は、CERTを効率よく小胞体に会合

させるために重要であると示唆された。 

[河野美幸, 熊谷圭悟, 花田賢太郎] 

（３） 過剰生産するとライセニン耐性を CHO細胞に賦

与するヒト由来 cDNAの探索 

 ライセニンは SM結合性の細胞溶解毒素である。レト

ロウイルスベクター上に構築されたヒト cDNAライブラ

リーを導入した CHO 細胞をライセニン処理し、ライセ

ニン耐性を示す５つの細胞株を取得した。分離したライ

セニン耐性株におけるスフィンゴ脂質代謝の変化を評価

するために、[14C]-セリンで代謝標識実験を行った。その

結果、ライセニン耐性株 5株全てが親株に比べて SM合

成量の低下を示した。 

[花田賢太郎] 

（４） 過剰生産すると SM生産を阻害するキナーゼの

発見 

 上記ライセニン耐性株に導入されているヒト cDNAを

PCR 法で増幅後、回収し、シークエンシングに供した。

その結果、タンパク質キナーゼ（タンパク質キナーゼ X

と仮に命名する）をコードする cDNAを取得した。キナ

ーゼ X cDNAを CHO細胞に安定導入すると、導入細胞

は、SM 合成量が低下するとともにライセニン耐性を獲

得した。当該キナーゼは、SM 合成に関わるタンパク質

のリン酸化を通じて、SM 合成を負に制御していると示

唆される。今後、本キナーゼをさらに解析する予定であ

る。 

[富重斉生、花田賢太郎: 楠田潤（基盤研）] 

（５） CERTのセラミド転移ドメインの結晶構造 

 CERT の膜間セラミド転移活性は、その C 末端領域約

250 アミノ酸が形成する START ドメインが担っている。

この START ドメインの結晶化に成功した。さらに、い

くつかの異なるセラミド分子種との共結晶の作成にも成
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功した。今後、これら結晶のX線構造解析によって、CERT

のセラミド認識メカニズムが原子レベルで解明されてい

くと期待できる。 

[花田賢太郎、熊谷圭悟、西島正弘: 工藤紀雄、加藤龍一、

若槻壮市（高エネ研）] 

（６） 光増感作用処理後のアポトーシス死における

MnSODの役割 

光増感剤を用いた光力学治療(PDT)のよって引き起こさ

れる酸化ストレスは、アポトーシス細胞死をもたらす。

マンガンスーパーオキシダーゼ(MnSOD)を過剰生産さ

せると PDTによる細胞死が減少し、一方、MnSOD遺伝

子欠損細胞では、細胞死やセラミド蓄積が増加すること

を見出した。これらの結果は、PDT出発生するスーパー

オキシダーゼが細胞死に関わっていることを示唆してい

る。 

[花田賢太郎 : Vladislav Dolgachev, Larry W. Oberley, 

Ting-Ting Huang, Janice M. Kraniak, Michael A. Tainsky, 

and Duska Separovic (ユージン・アップルバウム薬学衛生

科学大学)] 

２．クラミジア封入空胞におけるジアシルグリセロール

の蓄積 

タンパク質リン酸化酵素 Cデルタ(PKCd)の C1ドメイ

ンと蛍光タンパク質との融合タンパク質をジアシルグリ

セロールの検出プローブとして用いたところ、クラミジ

ア封入空胞に顕著なジアシルグリセロール蓄積が観察さ

れた。全長の PKCd自身もクラミジア封入空胞に集まる

ことも見出した。通常、PKCd はミトコンドリアや核に

おいて前アポトーシス効果を発揮していると考えられて

いる。よって、ジアシルグリセロール蓄積しているクラ

ミジア封入空胞上に PKCd を奪うことで、クラミジア菌

は宿主細胞のアポトーシス死を阻害しているのかもしれ

ない。 

 [花田賢太郎: Shirley M. L. Tse, David Mason, Roberto J. 

Botelho, Basil Chiu, Mary Reyland, Robert D. Inman, and 

Sergio Grinstein (トロント大学)] 

３．抗感染症薬を指向した脂質代謝阻害剤の研究 

（１） 真菌イノシトールホスホセラミド合成酵素の阻害

剤探索系 

 イノシトールホスホセラミド(IPC)関連脂質は、真菌類

などには存在するが哺乳動物細胞には存在しない脂質群

である。IPC合成を司る酵素・IPCSは、真菌の生育に必

須の遺伝子産物である。昨年度までに IPCS 活性の半自

動化アッセイ法を開発した。本年度は、探索の効率化を

目指し、384 穴プレートを使用したアッセイ系の構築を

実施した。96穴プレートと比較し 4倍の高密度であるた

め、分注作業、ロボットによる移送時間の短縮が期待で

き、また、放射性廃棄物の削減にも成功した。 

[花田賢太郎；田端祐二、山本憲太郎、星子繁（明治製菓）] 

（２） IPCS阻害剤探索と候補化合物の予備解析 

上記アッセイ法を用いて IPCS 阻害剤のスクリーニング

を開始し、合成化学物質ライブラリーを中心に約 1万化

合物のスクリーニングを行った。一次スクリーニングに

おいて、複数のヒット化合物があったものの、阻害活性

が強いものはまだ得られていない。放線菌培養ブロスに

対するスクリーニングも含めたさらなるスクリーニング

を行う予定である。 

[富重斉生、西島正弘、花田賢太郎；田端祐二、山本憲太

郎、大山真、大澤福市、星子繁（明治製菓）] 

 

VI. 脂質分析法に関する研究 

（１）MALDI-QIT-TOF-MSによる主要リン脂質とトリグ

リセリドの簡便な網羅的分子種分析法の開発 

 MALDI-QIT-TOF-MS を用いて微量試料中の主要リン

脂質とトリグリセリド(TG)の簡便で網羅的な分子種分析

法を開発した。脂質抽出後直ちに DHBAマトリックスを

用いたポジティブモード測定によりホスファチジルコリ

ン、スフィンゴミエリン、TG の、また p-ニトロアニリ

ンマトリックスを用いたネガティブモード測定によりホ

スファチジルエタノールアミン、ホスファチジルセリン、

ホスファチジルイノシトールの各分子種を計２回の測定

で分析できた。各分子種はMS-MS分析により確認した。

この方法は精密ではないが短時間で主要脂質分子種の大

要がわかるので多くの一次検査等に応用可能と考えられ、

改良を進めている。 

[田中康仁、西島正弘：田口 良(東京大学医学部メタボ

ローム)] 

（２）MALDI-QIT-TOF-MS によるプロスタグランジン

E2定量法の確立と水溶液中での安定性について 

 0.2µg プロスタグランジン(PG)E1 を内部標準に用いて

DHBA マトリックスによる MALDI-QIT-TOF-MS のポジ

ティブモード Low 50+レンジ測定による PGE2定量法を

確立した。PGE2、PGE1は Na付加体として各々m/z=375、

377に検出された。シグナルエリア比は少なくとも PGE2

濃度 0-2µg 間で直線的であり定量的測定が可能であった。

Na付加体から 18 マス低い分解物 PGAの Na付加体等も

少量検出されたが PGE2 分析に影響を与えなかった。2 

mM PGE2は中性水溶液中において予想外に安定で室温 2

日間の保存でもおよそ 80%が PGE2として検出された。 

[田中康仁]  
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VII. 行政検査実績 

項目：ウシ海綿状脳症のウエスタンブロット法による確

認検査 

期間：１７年４月１日～平成１８年３月３１日 

検体数：５件うち一件陽性（非定型型） 
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